








































































が、無形文化遺産に認定され、大きく変異していく様子を目の当たりにすることになった。それをどう受け止めればよいのかと戸惑ううちに、無形文化遺産の保護と伝承のあり方 ついても興味 もつよう なった。　
本稿では、先行研究を踏まえて、女書歌の吟唱の研究を続けている筆者がここ の現地
調査で得た資料に基づき、女書習俗の保護と伝承の実態にみ その変異 考察し、無形文化遺産としての「女書習俗」をめぐる問題点を探る。　























を表しているのかがわ なかったが、周が話す方言と女書歌で歌われ 方言が同じなの 、胡の歌い方を覚え、その発音 文字を照合していくうち 読めるよ になり、 書 字は表意
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た。一九七九年、革命運動が終り、周は名誉を回復し県文化館の仕事に復帰した。そして、周は、草稿のままだった「県志」を『江永 文物志』 （以下は『文物志』と略す）として再編集することを任かされた。そこ 周は「蚊形字」の歌を女書の晴らしさに対 称賛 封建社会の男尊女卑に対する批判、新中国成立後、 性の地位が向上した誇 い気持を り上げた格調の高い内容に修正した上「女書之歌」 改名して、女書伝承地域に関する紹介と が依存する現地の方言とともに載せた。こうして 歌とその発音が初めて 献に記録されることになった。 『文物志』は、一 八二年に湖南省で発行された。　
周が『文物志』に記載した女書文字の紹介は、中南民族学院教員宮哲兵の目に留まり、宮は



























































様式が互いに浸透し合っている場合もある。しかし、ヤオ族のほとんどの行事は男女一緒に行われるが、女書習俗 取り入れられた行事の多くは男女が別々に集まって行われる。 のときに集まった女性たちは、手料理や自宅で収穫 食べ物を持ち寄り食べ比べたり、自分の刺繍した品や刺繍デザインを見せ合って交流したり、自由にその時間を過ごした。すなわち、女書伝承地域には、女性たちが男性の目を気にすることなく女性同士で思う存分に楽しむ時間と空間が与えられていた「女性社会」があったと え 。そうした女性のみの時間と空間に欠かせないものが歌であり、歌うことは現地の女性 ちの最大の楽しみであった。それは歌や踊りを好む少数民族の影響もあると考えられるが プライベートにおいて即興で歌うヤオ族の は明るくて、ユーモア ある男女の掛け合い 多い に対して、女書歌は日常生活 苦しみや悲しみを女性同士で歌い合うものである。それは、彼女たちの娘時代と結婚後の生活 違いによ
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るものと考えられる。当時の漢民族は、親が結婚相手を決めることになっていた。そのため、自由気ままに暮らしていた彼女たちにとって、 見知らぬ相手のと ろ 嫁いでからの暮らしは辛いことでしかなかったであろう。当時の生活の様子を描いた民謡「一歳女」は女の子 一歳から二十歳ま の成長ぶりを描く数え歌である。娘たちは両親と親族に見守られながら びびと育ち、やがて女紅が一人前にできるようになり、そして親の誇りである娘としてくという内容である（付録１参照） 。もう一つは、 女性に愛唱された「十二月老同歌」である。嫁ぐ年頃になった女性たちの一年がひと月ごとに描かれている。一年の前半を楽しく過ごしていた娘であるが、仲人が訪ねてくるようになったのを境に 嫁ぐ日が近いことを覚り落ち込む様子が表現されている（付録
2参照） 。女性たちはいずれもこうした同じような運命を辿るこ





























































































































































































































この歌は、 四人の結交姉妹のうち、 最年長である姉が嫁いだ際、 妹たち三人が姉に向けて作っ
たものである。 まず初めに姉との別れとその悲しみが表現され、 その後は延々と結交姉妹になっ
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ルールに合っていないため、吟唱の節回しができないことになる。筆者はこの女書歌を年長伝承者に歌ってもらったが、途中で詰まってしまい歌え かったのである。このルールが伝わらない要因は二つある。その一つは、年長伝承者は生活の中で自然に覚えたので、ルールの存在には気が付いてないことである。もう一つは、若年伝承者は自らルールを探ってはいないことである。現在の女書学習者はかつての女性のように、自分の感情を訴えるために女書歌の吟唱を学ぶのではなく、外部の人に披露することが主目的である。また、外部の人 多くは、聞いてもわからない吟唱よりも本字訳で意味がわかる女書文字を求めてくるの 、女書 吟唱 蔑ろにされてしまっている。　
それに、女書吟唱を研究する学者はほとんどいないのも要因の一つであろう。吟唱研究にお
いては、韻文文体とそ 詩律や押韻、節回しで 声調と楽音の関係、詩歌のリズム 特に現地の方言など多くの領域に関わっていることもあり、敬遠されている。　
無形文化遺産として、女書習俗の中に捉えられている女書は、すでにこうした幾つかの理由



























































































字が作りあげられた 審査の結果、世界唯一の 文字のダンスはもう一つのコミュニティと並んで優勝を勝ち取り、 賞金五十万人民元の半分の二五万元（四〇〇万円相当）を手に入れ　
前述したのはすべて政府の指示のもとで行われたイベントである。それが手引きになったよ









無形文化遺産として申請した当時の現地 性の生活に息づいていた立体的な「女書習俗」とはかけ離れているこ である。原生態 本質とも言える「女性に関連する風習」 女性の心の叫び」 「女性同士の感情交流」などはほとんど見えてこない。
五、 「女書習俗」をめぐる問題点
　


























































に限られてしまったのである。また、本来は、女性同士が互いに慰め合うための媒体であったはずの女書が、認定された女書伝承者の間 は仕事の対象となり、伝承者同士がライバルとして競い合う対立関係が生じている。その上、 者として本格的に女書を学ぶ若い女性も現われな のが現状である。つまり、伝承者を育成す はずの試みがかえっ 後継者不足につながる原因の一つとなっ い と考えられよう。　
中国江永県の女書習俗をぜひ無形文化遺産として保護及び伝承していきたいものである。し




























13） 『中南民族学院学報（人文社会科学版） 』一九八三年（三） 、一二二～一二八頁。
（



























25）現地の女性が農暦五月十日から十三日 間に 「花山」という山に位置する「花山廟」で自分たちの女神「姑婆神」を祭る行事 ある。
（
26）江永県に伝わる伝説の非宗教女神 ある。この女神は女書文字が読めるので、女書文字に綴った願い事は早く叶うと伝わっている。 （白庚勝等主編、中国民間口頭与非物質文化遺産推介叢書、劉忠華主編『閨中奇跡――中国女書』二〇〇 年、黒竜江人民出版社 四八頁、筆者意訳）
（
















32）江永県女書文化研究管理センターが制定した女書伝承者の基準（女書文字 読み き及び女書歌の吟唱と創作ができる）に従って正式に認定される女性 二〇 三年には陽煥宜・何艶新・何静華・胡美月と義運娟の五名、二〇 八年 は周恵娟・蒲麗娟と胡欣 三名が加わ 計八名い
（


























開かれた第二回中国共産党全国代表大会で承認された それ以後、第五回全国大会を除いて 毎回修正し、最新は二〇一七年七月に北京で開かれた第十九回全 大会である。
（































































 黄雪貞「女書唱詞的音変」 『女書的歴史与現状』遠藤織江・黄雪貞主編、中国社会科学出版社、二〇〇五年、二十四～三十 頁
・






































































































































































































































（七）伝統的な制作方法に従い、女紅作品（刺繍・シルクの機織り）を二件制作 ができる。（八）比較的全面的に女書に関連する民間風習を理解すること。（九）積極的に女書を 承し、自分が習得した女書 関する知識 留保することなく、喜んで他人に伝授
する。
（十）自発的に江永県女書文化研究管理センターの指図と管 に服従し、喜んで自分が所有する女書資料
をすべての女書伝承者と共用する。
